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鈴⽊章夫記念講堂(東京都⽂京区湯島1-5-45)

第14回がん患者⼤集会参加報告書

プログラム

10時〜がん患者団体等の展⽰ブース（会場のエントランスにて）

①患者会活動発表
②乳がんリハビリ＆⾃⼰検診体操 実演
③講演︓1．「私とがんの関わり」 ⽇本対がん協会 垣添忠⽣先⽣

2．「がん医療における患者⼒とは」
東京医科⻭科⼤学 坂下千瑞⼦先⽣

④参加型シンポジウム「皆で語ろう︕患者⼒」
コーディネーター︓澤祥幸先⽣（岐⾩市⺠病院）
シンポジスト ︓垣添忠⽣先⽣

︓ 坂下千瑞⼦先⽣
︓⻑⾕川⼀男⽒
（肺がん患者会ﾜﾝｽﾃｯﾌﾟ代表）

︓三宅智先⽣（東京医科⻭科⼤学）
⑤アピール⽂提出



第14回がん患者⼤集会に協⼒した
細胞検査⼠会メンバー

細胞検査⼠会
三宅真司、阿部 仁、澁⽊康雄
町⽥知久、牧野諒央、軽部晃平
渡具知克、藤⽥⼤貴、⾦室俊⼦、
近藤 円、吉⽥志緒⼦

●参加者● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
事前登録者︓約150名
当⽇参加者︓約50名
スタッフ、各団体関係者、細胞検査⼠会︓約90名
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

細胞検査⼠会協⼒
内容
9時集合17時解散
・会場案内
・参加者受付
・写真撮影
・会場撤収

などなど



[写真撮影班]

[展⽰ブースの様⼦]

第14回の開催となるがん患者⼤集会、今年も天候に
恵まれ、メイン会場となる東京医科⻭科⼤学鈴⽊章
夫記念講堂には、9時の集合時間には多くの共催参
加者が集合し、展⽰ブースの設営などが⾏われてい
た。今回の⼤集会には、事前登録者・当⽇参加者・
関係者等を含めて300名近くの参加者があった。
細胞検査⼠会の参加者は11名で、受付準備・会場

案内・写真撮影、そして集会終了後の⽚づけを担当
した。受付については、事前登録者の受付2名で受
付と報道関係者の対応、主催者への連絡も担当した。
当⽇参加受付は1名が担当した。今回はシンポジウ
ムで活⽤するアンケートの配布と回答のお願いを受
付時に⾏うため混雑時が不安であったが、受付に並
ぶ事はあまり無く、円滑に進められたと思われる。

シンポジウムでは、アンケートの内容に沿った内
容で進められており、参加者・関係者の声を反映
する新たな取り組みであったと思う。事前に回答
された⽅は170⼈との事であった。
今回も厚労省・医師会・患者に対するアピール

⽂が採択された。厚労省に対しては、就労⽀援や
先進医療に関する法的整備に関する事、医師会に
対しては、緩和ケアの充実や在宅医療の地域連携、
そして患者に対しては、患者⼒の向上と協⼒が主
な内容となっていた。毎回の事ではあるが、多く
の患者会、そして主催されているがん患者⽀援機
構のパワーを感じた。

細胞検査⼠会ががん患者⼤集会への協⼒をさせていただき、協⼒団体としての細胞検査⼠会の名
前も主催者の⽅々に広く認知され、以前より円滑に事が進む事が多くなっていると感じている。
今後とも主催者の⽅々と良好な関係が持続できるように、環境を整備していく必要があると感じ
た。そして私達はがん患者の⽅々を取り巻く環境の変化や患者さんの想いを知り、さらに細胞検
査⼠を認知していただけるような活動を継続的に⾏う事が⼤切だと思った。

⽂責 細胞検査⼠会 渉外委員会
吉⽥志緒⼦

[乳がんリハビリ＆⾃⼰検診体操の様⼦]


